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はじめに
令和 6年度の第 20回「異常気象研究会」は，第 12回観測システム・予測可能性研究連絡会，学術
変革領域研究（A）「ハビタブル日本：島嶼国日本の生存基盤をなす大気・海洋環境の持続可能性」と
の共催で 2024年 11月 27日～28日に京都大学宇治キャンパスで開催された。21件の講演を 100名
を超える参加者が聴講し，活発な討論が行われた。
この研究集会では，「高低気圧・モンスーン」，「理論・モデル」，「温暖化」，「熱帯・予測・海洋」，

「冬の気候」の 5つのセッションで講演が行われた。近年，夏の猛暑・豪雨等の異常天候が激甚化・常
態化している。日本周辺海域の海水温上昇も顕著であり，大気と海洋の相互影響の活発化が示唆され
る。一方，冬の寒波や豪雪事例も絶えない。そのような現状について，熱帯や北極域からの大規模な
遠隔影響と地域・大陸スケールでの大気・海洋・海氷・陸面相互作用の観点から、気候システムの複
合的変動と異常天候の発現の関係について検討し，これらの予測に資する研究の方向性について活発
な議論が行われた。
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